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風力発電施設の
自然公園内への設置の要望
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有限責任中間法人日本風力発電協会
風力発電事業者懇話会
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発表内容

①風力発電事業による貢献

②自然公園内への風車設置の可能性

③風力発電所の設置例

④風車のある風景
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地球危機が明確に ！

１９９０年比で気温が１度上がれば水不足の被害
人口が数億人増える。

２度上がれば全生物種の２０％～３０％が絶滅す
る危険性が高まる。

温室効果ガスの削減が必要

IPCCの第2作業部会は第４次報告書を採択

風力発電事業による貢献

地球温暖化防止は人類最大の課題！
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再生可能エネルギーの利用促進

風力発電事業による貢献

地球温暖化防止には
再生可能エネルギー
の導入が重要

風力発電は再生可能
エネルギーの中ではコ
ストも安く、導入量も多
く見込める

発電単価と２０１０年政府導入目標量
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新エネルギーの経済性：総合資源エネルギー調査会

新エネルギー部会報告書（平成13.6）から作成
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導入が進む風力発電

風力発電は再生可
能エネルギーの中で
は世界で一番導入
が進んでいる
（太陽光発電の
約１６倍）

風力発電事業による貢献

太陽光発電及び風力発電の国際比較
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導入が進む風力発電

風力発電は世界各
国で導入が進めら
れている
（世界全体で毎年
約25％の伸び）
日本は世界に比べ
導入が遅れている

風力発電事業による貢献

風力発電の各国の導入実績
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自然公園内への風車設置の可能性

第３種特別地域及び普通地域に導入が進めば約１，５
００基（約２２０万ｋＷ）の立地が可能であり、また第２種
特別地域に対しても導入が進めば、２０１０年の政府導
入目標値に相当し、効果は大きい（ＣＯ2削減効果は新
エネルギー全体の６．６％に寄与）

自然公園内の風力設置の可能性
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自然公園内への風車設置の可能性

自然公園内への立地はほとんど進んでいない。
平成１６年４月自然公園法施行規則改正以後、国立・
国定公園内では３件しか立地されていない
・ウインドテック小国（熊本県小国町） ８，５００ｋＷ
・渥美風力発電所（愛知県田原市） １０，５００ｋＷ
・面の木風力発電所（愛知県稲武町） １，８００ｋＷ

自然公園内の風力設置の可能性

国立・国定公園等の自然公園の積極的開放が必要
（第２，３種特別地域、普通地域について、原則風
力発電を立地して良いという発想の転換）
（但し環境影響調査等の実施を前提にする）
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自然公園内の風力設置の可能性

3.手続きの統一化

1.「主要な展望地から展望する場合の著しい妨げ」と「視野角」

2.山稜線を分断する等眺望の対象に著しい妨げ

主要な展望地の採用基準を明確化。
視野角の規制緩和。

審査基準の浸透を全国レベルで統一化。

同一視野内の人工構造物との関係を考慮し，眺望対象にお

ける自然景観の状況を踏まえて評価。

解釈や運用についての要望

景観審査の際、地元（住民，自治体）の意見を
最優先
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渥美風力発電所（愛知県田原市）

三河湾国定公園第２種特別地域（保安林）

三河湾国定公園第3種特別地域
三河湾国定公園普通地域（保安林）

渥美半島県立自然公園（保安林） に設置

１５００ｋＷ×７基

平成１３年１１月 事前相談開始

平成１６年４月から許認可申請開始し平成１８
年２月許可（事前相談から４年３月）

平成１８年１２月から営業開始

風力発電所の設置例① （自然公園内設置）
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渥美風力発電所（愛知県田原市）

眺望点（視点場）の位置設定が不明確だった

垂直視野角が主要な展望地より１度未満の指導を受け、
風車間隔を狭くしたり、２基は大幅な位置変更となった

火力発電所（第２種特別地域内）と隣接していたが、風
力発電所だけの景観を議論された

数千羽の猛禽類が飛来して衝突する可能性があるとし
て運転調整の指導があった

風力発電所の設置例① （自然公園内設置）
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渥美風力発電所（愛知県田原市）

風力発電所の設置例① （自然公園内設置）

視点場Ｅ：伊良湖国民休暇村西側海岸より風車建設計画地点を望む

計画前現況 フォトモンタージュ
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渥美風力発電所（愛知県田原市）

風力発電所の設置例① （自然公園内設置）

風車の高さは９９．９ｍ、左の煙突は２００ｍ、右の煙突は１５０ｍ
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ウインドテック小国（熊本県小国町）
阿蘇くじゅう国立公園（普通地域）に立地
現況は牧場と改変した原野
平成１２年に公園管理事務所に事前相談したが受付られな
かった
平成１５年に小国町と㈱ウインドテックで構造改革特区申請し
たが風力発電は特区になじまないとされた
平成１６年４月自然公園法施行規則改正（審査基準の追加）
平成１６年環境影響調査開始
景観の問題から ８５０ｋＷ×１０基から１７００ｋＷ×5基に変
更し、眺望点から阿蘇５岳（涅槃像）にかからないように位置
を低いほうに移動（発電効率の悪化）
ブレード・タワーの色彩を白からグレーに変更
平成１７年１０月着工（事前相談から５年経過した）

風力発電所の設置例② （自然公園内設置）
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ウインドテック小国（熊本県小国町）

風力発電所の設置例②

当初計画８５０ｋＷ×１０基案

変更計画１７００ｋＷ×５基案

（自然公園内設置）
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ウインドテック小国（熊本県小国町）

風力発電所の設置例②

湧蓋山登山道の視点場から阿蘇５岳（涅槃像）にかからない様に移動

（自然公園内設置）

現況写真の線画

フォトモンタージュの線画
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協議の実状・問題点の整理

自然公園内に計画した場合、協議に時間がかかる
（例：小国の場合、５年、渥美の場合、４年）

景観の評価ポイントが曖昧で、協議が煩雑

景観上の問題から比較的標高の高い所から、低い
所へ移動を余儀なくされ、発電効率が低下し、経済
性が悪化する

風力発電所の設置例


